
１１月以降の討議会の進行に対するアイデア等の記入シート まとめ 
 

１１月以降の討議会の進行に対するアイデア等について、以下のような

ご意見をいただきました。 

 いただいたご意見をもとに、座長、副座長及び事務局で１１月以降の進

行方法を検討し、次回討議会にご提案させていただきます。 

 

討 議 員 か ら の ご 意 見 

●９月、１０月と進行の中でも課題が一、二出てくると思います。そして、今ま

での中であった課題的なものと、最初の確認事項であった「前文については最

後に検討する」の検討が残ると思います。 

それらの課題解決の場面が必要となりますので、シミュレーションをしていた

だき討議会で検討し必要であれば、討議会を１回増やすことも必要と思います。 

わかりやすい公開に向けて 

・具体的な改正意見 

・区について 

・「参加と協働」のルールづくりに向けて 

・取り残されている課題 

等々、優先順位をつけ、全体討議で１１月、１２月の討議会を持ったらどうか。 

１．討議してきた内容の分析 
 ・討議した内容を認識するため、その実態を知る。 
 ・章ごとに重複事項が無いようまとめる。追加事項があれば盛り込む。 
２．問題点の指摘 
 ・確認された事項と継続中（未確認）のものに分ける。 
 ・問題点解決のために十分討議を行い、コンセンサスを得る。 
３．取組み・仕組みについて 
 ・この条例を各分野でどのように活かし展開していくか討議して考える。 
 ・市民が必要だと感じるように、信頼して受け止められるように、方策・施策

を討議する。 
 ・執行機関・市議会・市民活動団体、区、企業体など主体は、共通する課題の

もとに、互いに尊重しあい、個々の持てる力を発揮し、目標達成に尽力する。 
４．提言書のまとめ 
 ・目標に向かって、市民と行政が討議するプロセスを経た協働作業の意義は重

い。 
 ・提言書は行政の手を借り、期限までに仕上げる。 
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・１月末までに提言書をまとめるには、今のペースでは難しいような気がするの

で回数について再検討してはどうか。 
・前回の討議会で提案のあった①一定の確認ができたもの、②意見が分かれたも

の、確認できなかったもの、③具体的な改正点、④その他について、事務局で

整理して示して欲しい。 
・区への加入問題については、逐条解説も含めて再度検討が必要ではないか。 
・条文の改正については、前回の会議では「必要ない」として確認されたが、提

案された事項については再度意見を述べる場が必要ではないか。 
・市民への理解をどうやって深めていけばよいのか、（理事者・職員・議員も同様）

提言できるよう議論を深める必要があるのではないか。 

 今回の「自治基本条例」の見直しを機に、市民としての役割を明確にできた事

に意義があると思います。 
「自治基本条例」をより市民の皆さんに周知していく事が、今後の市全体の方

向を決める上で大切だと考えています。 
まとめというよりは、今まで委員も「自治基本条例」を理解していなかったと

分かった事が、まとめだと思いました。 

 今回の討議会においては、様々な意見交換がなされ、有意義であると思います

が、最終的に何を答申するのかという点において、ブレがあっては意味がありま

せん。 
 すなわち、４年間の自治の中で、「自治条例は機能したのか」「条文に改善点は

有るのか」を、様々な視点から評価し、答申することにあります。 
 
「提言書」の内容は、大きく次の３項目になると思います。 
 ① 自治基本条例の改正の有無、および逐条解説文の見直し有無。 
 ② 自治基本条例を補完する条例策定の有無。 
 ③ 自治基本条例を有効に機能させるための、様々な提案事項。 
 
これらについて、第１回目から今までの討議会に出された「評価書」および「討

議会意見」についても、改善及び提案に関係するものを抽出し、上記①・②・③

に分類・整理しておく必要があります。 
その上で、討議会の場で討議し、意見統一（決議）していく流れになると考え

ます。 
例として、「区へ加入しなければなりません」について、意見がいくつか出てい

ますので意見統一する必要があります。（以下例示） 
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① 現行の条文のままで良い。 
② 「区へ加入するものとします」に改定する。 
③ 「区へ加入し、事業に参加・協力するものとします」に改定する。 
④ 現行のままで、逐条解説で分かり易く解説する。 etc 
そのほかの改定意見・提案等についても上記のように整理し、討議に掛け易く

しておくことをお願い致します｡ 

・討議事項の程度がはっきりしない点から、より多くの討議員から意見を出して

まとめるため、グループ討議は、これからも必要と思います。 
・全体討議は、結論は同じでも、表現の仕方、話し方で別物になってしまい混乱

しそうに思います。 

 

3 


